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　また、同社にとって夏は展示会の最盛期。毎週末が展

示会となり、金曜の夜は展示会持出し処理に追われるが、

今年は大幅な作業効率のアップと時間短縮が見込める

ＩＣタグのおかげで暑い夏を若干涼しく乗り切れそうだと

期待している。

　千葉県千葉市に本社を構える㈱ジュエルはまは、

今年で創立30周年を迎え、地域密着で順調に成長を

遂げた会社。同社の販売形態は、職域（訪問）販売・

店舗販売・展示会の３つが柱となっており、なかでも中

小型ＩＣタグで作業負担を軽減
商品持出・棚卸処理・展示会において大幅な作業負担軽減

バーコードが宝飾業界に紹介されて間もないころに、

いち早くバーコードプリンタを導入し、業務効率のＵＰを

実現した会社がある。

新しいチャレンジには時としてリスクが伴うが、それに

臆することなく30年を経た今も「明るく前向きな姿勢」で

新たなチャレンジに取り組んでいる。

作業性が大幅に向上

創立30周年を迎えた
　ジュエルはまのエントランス

作業環境イメージ

まではいえない状況だが、ケースごと一括読み取りでき

ることにより、作業性は格段に向上し販売員の作業負担

は確実に軽減されている。

核をなすのが職域販売。

主に千葉県内の官公庁

や企業を訪問し１～２時

間の展示販売を行うスタ

イル。現在20名の販売

　　 員が県内を車で所狭し

と走り回る。ひとりの販売員が持ち出す商品点数は約

300点、単純計算で常時6,000点の商品が日々動い

ていることになる。

　通常、販売員は週単位で商品の管理を任され、商品

についたバーコードを一点一点スキャナで読込み、商

品の持ち出しを行っていたが、週一回とはいえ全ての

商品の値札を裏返してバーコードを読取る作業は大き

な負担になっていた。これに加え販売員間の商品の移

動が日常となると、会社

としても負担軽減策を検

討せざるをえなかった。

　この状況の中、濱地社

長が目をつけたのがＩＣ

タグによる商品一括読込。

「この機能を使えば商品

持出作業時間が大幅に削減できる」と確信した社長は、

ＩＣタグ導入を決断した。

同社の中核事業である
　職域販売のイメージ

　現在、職域販売で持ち出しされる商品全てにＩＣタグ

が取り付けてあり、実際に運用されている。実稼動後

まもないということもあり、大幅な時間短縮を実現したと

商品バッグ（小）からケースを
取り出した状態。全品にＩＣタグ
が取り付けてある。

　濱地社長は「仕事の精度を上げること、スピードを上げ

ることが非常に大事、その為には新しいことにチャレンジ

していかなくてはならない。今回のＩＣタグ導入も新たな

チャレンジの一つ、導入効果を100%引出すにはもう少し

時間がかかるだろうが、使いこなすのは時間の問題。そ

の先には現状の使い方に満足せず、ＩＣタグの新しい使

い方を創造していくことが重要だ。」と語る。

　創立30周年を迎え、例年にも増して暑い夏を迎える同

社だが、そのチャレンジスピリットは更に熱い。

新しい使い方を創造

・ ・

・ ・

宝飾ケースに挟みこまれた
小型ＩＣタグ
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